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ストーリーテリングを用いたスピーキング指導と協
同学習の親和性の検証















































特徴として、「互恵的な相互依存関係」（Positive interdependence）、「相互交流」（Face-to-face group 
interaction）、「個人とグループの自律性」（Individual and group accountability）、「社会的スキルの向






う報告（Huber et al., １９９２） や、非常に優秀な学習者は個別学習をより好む傾向があるという報告（Li 
& Adamson, １９９２） もある。だが、これまでの研究結果から、協同学習は、学力、記憶保持、動機
づけ、学習の転移、協調的技能、自尊感情など、様々な成果に影響を与えることが分かっている
（Johnson et al., ２００２）。
　英語教育の基盤となる第二言語習得研究との関連においても、学習情意面に関する利点と、イ
ンプットやアウトプット、インターラクションの機会増加による言語習得上の利点が考えられる。




























































































Story １ Story Elements（ストーリーに必要な情報）       
Story ２ Launching / Ending a story（トピックの切り出し方、終わり方）
Story ３ Cohesion １: Referential Cohesion（冠詞・代名詞）
Story ４ Cohesion ２: Temporal / Causal Connectivity（つなぎ語、等位接続詞）
Story ５ Cohesion ３: Temporal / Causal Connectivity（従位接続詞）
Story ６ Elaboration １: Describing people（形容詞、形容詞句、関係代名詞、副詞）
Story ７ Elaboration ２: Describing time & place （形容詞、形容詞句、関係副詞、副詞） 
Story ８ Elaboration ３: Actions & Emotions （動詞、意図・感情の表現）
表２.授業展開（１つのストーリー：授業３回分）
授　業　展　開 学習形態



































⑴　授業評価 １: 実践授業に対する感想  



















































６ ５ ４ ３ ２ １
学ぶ価値がある　―　学ぶ価値がない ５.３７ ０.６６ ２８ ２６ ６ ０ ０ ０
役に立つ　―　役に立たない ５.３３ ０.８０ ２９ ２４ ６ ０ １ ０
有意義な　―　無意味な ５.３２ ０.６０ ２３ ３３ ４ ０ ０ ０
必要な　―　不必要な ５.２５ ０.８４ ２６ ２６ ６ １ １ ０
楽しい　―　つまらない ５.２５ ０.８６ ２９ １９ １０ ２ ０ ０
満足な　―　不満足な ５.１５ ０.６８ １９ ３１ １０ ０ ０ ０
面白い　―　退屈な ５.１０ ０.８８ ２３ ２２ １４ ０ １ ０
効果的な　―　効果的でない ５.０３ １.０７ ２１ ３０ ３ ２ ４ ０
分かりやすい　―　分かりにくい ５.００ ０.９４ １８ ３０ ８ ２ ２ ０
意欲の出る　―　意欲の持てない ４.８７ ０.９１ １５ ２７ １４ ３ １ ０
好きな　―　嫌いな ４.７３ ０.９０ １２ ２５ １９ ３ １ ０
努力が報われる　―　努力が報われない ４.７３ ０.９４ １３ ２４ １８ ４ １ ０
基本的な　―　高度な ３.５５ １.２５ ２ １２ １９ １６ ６ ５
簡単な　―　難しい ３.２５ １.２０ ０ ９ １７ ２２ ４ ８

























５ ４ ３ ２ １
「絵」で表現されたストーリー教材 ４.６０ ０.５３ ３７ ２２ １ ０ ０
グループ活動を多用した学習形態 ４.６５ ０.５８ ４１ １８ ０ １ ０
自分の知識や考えが反映できる学習法 ４.６０ ０.５３ ３７ ２２ １ ０ ０
学習１: 情報交換し、ストーリー予測 ４.３８ ０.７２ ３０ ２４ ５ １ ０
学習２: クラス全員で「絵」の描写 ４.４７ ０.６２ ３２ ２４ ４ ０ ０
学習３: グループでストーリー作成 ４.４８ ０.６２ ３２ ２６ １ １ ０
学習４: 他グループで発表・コメント交換 ４.４０ ０.６９ ３１ ２２ ７ ０ ０
学習５: グループでコメント・気づきを報告 ４.２０ ０.７３ ２３ ２６ １１ ０ ０
学習６: 教師のモデル・ストーリーで学習 ４.６５ ０.５２ ４０ １９ １ ０ ０
学習７: 個人で最終版ストーリーの再考 ４.３７ ０.５６ ２４ ３４ ２ ０ ０
学習８: ローテーションでスピーキング練習 ４.３５ ０.８０ ３０ ２３ ６ ０ １
学習９: 個人でストーリー録音・振り返り ４.５２ ０.６２ ３５ ２１ ４ ０ ０
学習１０: 覚えたい単語や表現を記録 ４.１７ ０.７６ ２２ ２７ １０ １ ０
速音読を使った自主学習 ３.９３ ０.７３ １３ ３１ １５ １ ０
















表５.  意欲的取り組みと知識・スキル・意識の変化 （n = ６０）
一生懸命学習した 知識・スキルの変化があった 意識の変化があった
強くそう思う ２８（４７%） １７（２８%） ２３（３８%）
そう思う ３０（５０%） ４２（７０%） ３６（６０%）
そう思わない ２（３%） １（２%） １（２%）




１内容・課題 ２指 導 法 ３グループ学習 ４情意変化 ５気 づ き ６そ の 他
好意的態度 ４８（３５%） ４ ９ ９ ６ ２ １
意欲・積極性 ３７（２７%） ３ ４ ６ ２ ３ ０
自信・不安 ３０（２２%） １ ５ ２ １ ３ １
気づき ２３（１７%） １ ０ ０ ０ ０ ０





















































































１内容・課題 ２指 導 法 ３グループ学習 ４情意変化 ５気 づ き ６そ の 他
単語レベル ４２（２７%） ０ ０ ６ ０ ０ ０
文レベル ２０（１３%） １ ２ １ ０ ０ ０
ストーリー ４１（２７%） １ ３ １ ０ ０ ０
スピーキング ４６（３０%） １ ６ ３ ３ ３ ０
その他  ４ （３%） １ １ ０ ０ ０ ０
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